
群馬県立藤岡特別支援学校 学 校 評 価 一 覧 表 ① （令和２年度版） （様式１）
※（○%）は、職員及び保護者アンケートにて「とてもそう思う」「ややそう思う」と回答のあった割合です。）

羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回点検・評価
担当分掌

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 方 策 自己評価 外部アンケート 改 善 策 自己評価 外部アンケート 改 善 策

ＰＴＡが関連する総会や事 保護者同士の親睦を深めたり、 新型コロナウィルス感染症への学 感染症への学校の対応について
Ⅰ 幼児児童生徒 １ 保護者、地域、関係 業に参加した保護者の80％ 渉外部 研修等の場を提供したりするな 校の対応について多くの方に満足 満足いただいているが、更に開
の地域における 機関に学校の教育活動 以上が満足している。 ど、保護者のニーズに沿った事 いただいているので、引き続き丁 催方法等の工夫で負担を減らし
豊かな生活の実 について、具体的に伝 業を実施していく。 寧に対応する。 ていく。
現に向けて努め えていますか。 学部･学級便りや連絡帳、ホ 各便りや連絡帳、Webページの記 写真を多用するなど、分かりやす 引き続き、見やすさや分かりや
ていますか。 ームページ等から「お子さ 教務部 事等に、個人情報に留意しなが く情報を提供しているが、更なる すさ、迅速性などに留意してお

んの学習の様子がよく分か 各学部 ら学習の目的や取組などを入れ タイムリーな情報提供を望む意見 便りやWebページなどを作成して
る」と保護者の80％以上が て分かりやすく伝える。 もあるので、Webページ業務等の効 いく。
答えている。 率化を検討する。
学校行事や説明会等の学校 学校便りを近隣の小・中学校や 学校参観への参加者は現時点で40 感染症への対応のため今までど
公開で、保護者以外の来校 教務部 学校評議委員の協力を得て地域 名程度で例年どおり。行事につい おりの学校公開は難しいので、
者・参加者が年150人以上で に掲示を依頼し、学校公開につ ては、感染症対応のため保護者以 インターネットやWebページ上の
ある。 いて広報する。 外に公開をしない。 動画公開などで広報していく。
いじめの認知の仕方につい いじめの認知の仕方について、 臨時休業のため、保護者全体（特 感染症への対応のためPTA行事で
て保護者の90％以上が理解 生徒指導部 ＰＴＡ実行委員会や授業参観な に新入生）に周知を行う機会が設 の周知は難しいので、インター
している。 各学部 どで学校いじめ防止基本方針と関 定できていないので、今後周知の ネットや一斉メール等を活用し9

連資料を配付し説明する。 機会や方法を探る。 0%以上の達成を目指す。
２ 保護者、地域、関係 「ふじっこくらぶ」のスタ 毎回終了毎に簡単なアンケート ふじっこクラブは２回の実施で参 ふじっこクラブに参加する児童
機関との共通理解が深 ッフ（本校職員・市教委指 地域支援部 をとる。アンケートでいただい 加者は１名（延べ２名）。アンケー や保護者には満足いただいてい
まり、有効な支援が行 導主事）及び参加児保護者 (教育支援 た意見は次の活動に生かす。 トの回答では、就学先の相談の場 るが、本校に進学する希望があ
われていますか。 の90％以上が就学先の相談 係) として有効であること、参加児童 る児童のみの少ない参加者とな

の場として有効であると答 に良い変容が見られていることか っている。地域の問題を抱えた
えている。 ら満足いただいている。 児童等の支えとなっていきたい。

Ⅱ 地域の特別支 ３ 障害のある幼児児童 巡回相談後、手立てなど話 巡回相談での話し合いの内容を 感染症対策のため、例年に比べ巡 例年に比べ巡回相談の回数は少
援に関するセン 生徒の教育について、 し合った内容を校内に周知 地域支援部 職員に報告し共有できるよう記 回相談等の希望が少ないが、徐々 ないが年度後半は回復してきた。
ター的な役割を 助言援助に努めていま し、共通理解・指導を図っ 録した用紙を渡すとともに、後 に増えてきている。記録用紙は半 また、以前は小学校がほとんど
果たしています すか。 ていると相談者の90％が答 日状況を確認する。 数程度に手交していて、全て指導 であった相手先も、幼稚園や中
か。 えている。 改善のため役立っている。 学校へと広がってきている。

Ⅲ 幼児児童生徒 ４ 個に応じたきめ細か 90％の保護者が「個別の指 計画立案の際、保護者の参画を 保護者と教師双方高い値だが、更 書式を完成させることはできな
一人一人の実態 な指導を行っています 導計画」の指導内容につい 学習指導部 促し、学校と家庭で共通理解の なる保護者の参画や効率的な作成 かったが、教育課程の説明会を
に応じた適切な か。 てお子さんの実態に合った 各学部 もと指導を行うとともに、評価 のための書式の改善を望む意見が 企画し、資料化することができ
指導をしていま ものであると答えている。 を連絡帳や通知票で行う。 あるので、教務部で検討する。 た。
すか。

５ 指導内容の確実な定 校内研修のテーマに沿った 他校のアセスメントの手法を参 低評価の原因の一つとして、指導 先生方の残業は確実に少なくな
着を図る授業が行われ 事例検討と研修内容の共有 学習指導部 考にして、本校なりの実態把握 に係る協議時間の少なさがあるの っているので、次年度に向け分
ていますか。 を月１回程度行う。 の内容を具体化する。 で、生み出す業務改善を行う。 掌業務等を整理する。

Ⅳ 健康や安全の ６ 健康に関する配慮や 感染症対策について学校か 感染症の罹患状況や注意喚起に 学校からの一斉メールや通知につ 各種保健関係書類の様式につい
確保に努めてい 対応を適切に行ってい らの情報提供や対応にに保 保健安全部 ついて、ホームページや玄関の いては、できる限りタイムリーに て見直し、更に簡潔で分かりや
ますか。 ますか。 護者の90％以上が満足して 掲示などを活用して周知に努め 発出できているため満足度は高い。 すいものとした。国の言う押印

いる。 る。緊急な場合にはオクレンジ 様式の見やすさ、分かりやすさへ 省略を含め、Webページ等を通じ
ャーや連絡帳を通して知らせる。 の指摘があるため今後工夫する。 て情報を発信していく。

７ 危機管理体制が確立 90％以上の職員が、災害時 火災、地震、不審者、等の対応 マニュアルを統一し分かりやすく 行事等の機会がほぼないため周
され、緊急時への備え の対応マニュアルをわかり 保健安全部 マニュアルを、統一された図式 なり、保護者の満足も得ているが、 知は難しい。Webページやお便り
ができていますか。 易いと答えている。 に変え、全職員に配付し、掲示 学校の取組を説明する機会が持て などで積極的に周知していく。

する。 ていないので、今後機会を探る。

Ⅴ 将来の生き方 ８ キャリア教育の視点 小学部から中学部、そして 移行支援部を中心に各学部のキ 職員研修の一つのテーマとして取 キャリア教育全体計画の完成、
に結びつく進路 から、指導内容を整理 高等部へと一貫した指導計 移行支援部 ャリア教育の具体的計画を立て り上げ好評を得ていて、具体化も キャリアパスポートの実施を達
指導を行ってい して系統的な指導を行 画を立案し、100％の教員が 各学部 るとともに、係と部主事の協議 進んでいる。新規のキャリアパス 成できた。今後は指導計画、授
ますか。 っていますか。 説明できる。 を学期に１回行う。 ポートの充実を図っていく。 業での更なる具体化を目指す。

９ 保護者、関係機関と 「小学部→中学部、中学部 保護者と直接話す機会において 丁寧に進路面談をしたり、PTA行事 PTA進路研修は実施できたが、保
の連携のもとに発達段 →高等部、高等部→社会」 移行支援部 移行を話題にあげて把握し、早 のテーマとしたりして充実はして 護者との面談の機会は減ってい
階に応じた進路指導を の移行に向け、早期から本 各学部 期から福祉等の関係機関とつな きている。小中の頃から先を見据 るので、密を避けつつ適宜面談
行っていますか。 人及び保護者と協議する。 がるメリットを伝える。 えた指導の更なる充実を図る。 を実施できるようにする。
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